
おもな内容
市役所の組織機構を改正しました…………
あなたの意見で未来をつくろう！…………
事務事業評価の結果をお知らせします……
米子市体育協会スポーツ表彰………………
情報クローズアップ…………………………
幸せな社会づくりをめざして………………
くらしの情報…………………………………
みんなの健康…………………………………
施設の催し……………………………………

P２
P３
P５
P６
P８
P10
P11
P16
P18



米
子
市
で
は
、
公
用
車
運
転

業
務
な
ど
の
見
直
し
と
分
別

収
集
業
務
の
民
間
委
託
に
伴

い
、
ま
た
、
市
税
賦
課
事
務

の
体
制
の
強
化
と
税
外
債
権

の
収
納
支
援
体
制
の
構
築
を

図
る
た
め
、
平
成
21
年
４
月

１
日
付
け
で
組
織
機
構
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

行
政
機
構
改
正
の
概
要

■
総
務
部
総
務
管
財
課
総
務
係

と
車
両
係
の
統
合

公
用
車
運
転
業
務
な
ど
の
見
直

し
（
運
転
手
の
市
長
車
・
議
長

車
の
運
転
業
務
、
各
施
設
間
の

文
書
集
配
業
務
な
ど
を
非
常
勤

職
員
や
一
般
事
務
職
員
で
対
応
）

に
伴
い
、
総
務
管
財
課
の
「
総

務
係
」
と
「
車
両
係
」
を
統
合
し
、

「
総
務
係
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

▼
総
務
管
財
課 

 （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）

総
務
係
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

財
産
管
理
係
（
☎
23
―
５
３
２
１
）

情
報
公
開
係
（
☎
23
―
５
３
５
２
）

■
市
民
人
権
部
市
民
課
記
録
係

の
名
称
変
更

市
民
課
で
戸
籍
事
務
を
担
当
し

て
い
る
「
記
録
係
」
の
名
称
を
、

「
戸
籍
係
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

▼
市
民
課 

 （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

庶
務
係
（
☎
23
―
５
１
４
１
）

窓
口
係
（
☎
23
―
５
１
４
４
）

戸
籍
係
（
☎
23
―
５
１
４
３
）

■
市
民
人
権
部
課
税
課
の
分
割

市
税
賦
課
事
務
の
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
課
税
課
を
「
市

民
税
課
」
と
「
固
定
資
産
税
課
」

に
分
割
し
、「
市
民
税
課
」
は
、

「
税
制
係
」
と
「
市
民
税
係
」
に
、

「
固
定
資
産
税
課
」
は
、「
土
地
係
」

と
「
家
屋
償
却
資
産
係
」
に
編

成
し
ま
し
た
。

▼
市
民
税
課

  （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

税
制
係
（
☎
23
―
５
１
１
１
）

※
税
制
係
で
は
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
の
賦
課

や
税
務
諸
証
明
の
交
付
な
ど
を

担
当
し
ま
す
。「
所
得
証
明
、
固

定
資
産
証
明
な
ど
の
交
付
」
や

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
」

な
ど
の
受
付
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
税
係
（
☎
23
―
５
１
１
４
）

▼
固
定
資
産
税
課 

  （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

土
地
係
（
☎
23
―
５
１
１
２
）

家
屋
償
却
資
産
係

（
☎
23
―
５
１
１
６
）

■
市
民
人
権
部
収
税
課
「
税
外

債
権
収
納
対
策
支
援
チ
ー
ム
」

の
設
置

税
外
債
権
（
国
民
健
康
保
険
料
、

保
育
料
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

の
税
以
外
の
収
納
金
）
の
収
納

支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、

収
税
課
に
「
税
外
債
権
収
納
対

策
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

税
外
債
権
の
各
収
納
担
当
課
の

支
援
事
務
を
担
当
さ
せ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

▼
収
税
課

  （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

収
納
管
理
係
（
☎
23
―
５
１
６
１
）

徴
収
係　
（
☎
23
―
５
１
０
２
）

収
納
対
策
係
（
☎
23
―
５
１
６
３
）

税
外
債
権
収
納
対
策
支
援
チ
ー
ム

（
☎
23
―
５
２
７
９
）

■
市
民
人
権
部
人
権
政
策
課
隣

保
館
主
事
の
廃
止

隣
保
館
（
人
権
政
策
課
所
管
）

の
運
営
体
制
の
見
直
し
の
一
環

と
し
て
、
中
央
隣
保
館
に
配
置

し
て
い
た
「
隣
保
館
主
事
」
を

廃
止
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ

に
伴
い
、
市
役
所
第
２
庁
舎
（
人

権
政
策
課
）
に
配
置
し
て
い
た

同
和
地
区
生
活
相
談
員
２
人
（
非

常
勤
職
員
）
を
中
央
隣
保
館
に

配
置
替
え
し
、
指
導
職
員
と
し

ま
し
た
。

■
環
境
下
水
道
部
環
境
政
策
課

の
所
掌
事
務
の
見
直
し
（
米
子

水
鳥
公
園
の
事
務
移
管
）

環
境
政
策
課
の
所
掌
事
務
の
見

直
し
に
伴
い
、
同
課
（
環
境
計

画
係
）
に
経
済
部
（
観
光
課
）

が
所
管
し
て
い
た
「
米
子
水
鳥

公
園
に
関
す
る
事
務
」
を
移
管

し
ま
し
た
。

▼
環
境
政
策
課

  （
場
所
：
市
役
所
旧
庁
舎
１
階
）

環
境
計
画
係
（
☎
23
―
５
２
５
６
）

環
境
保
全
係
（
☎
23
―
５
２
５
７
）

廃
棄
物
対
策
係

（
☎
23
―
５
３
０
０
）

■
環
境
下
水
道
部
環
境
事
業
課

庶
務
係
と
業
務
係
の
統
合

分
別
収
集
業
務
の
民
間
委
託
（
ご

み
の
収
集
運
搬
作
業
を
民
間
事

業
者
に
委
託
）
に
伴
い
、
環
境

事
業
課
の
「
庶
務
係
」
と
「
業

務
係
」
を
統
合
し
、「
業
務
係
」

に
再
編
し
ま
し
た
。

▼
環
境
事
業
課 

 

（
場
所
：
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

業
務
係
（
☎
30
―
０
２
７
０
）

管
理
係
（
☎
30
―
０
２
７
０
）

市
役
所
の
組
織
機
構
を

改
正
し
ま
し
た

市
役
所
の
組
織
機
構
を

改
正
し
ま
し
た



差 出 有 効 期 間
平 成 21 年 ９ 月
30 日まで

■米子市民自治基本条例とは…
市民が、米子で元気に生き生きと暮らしていくた
めに、「米子市のまちづくり（自治）」を進めてい
くための最も基本的な考え方（理念）と、それを
実現するための具体的な取組み・方法（行動原則）
を定めた米子市民みんなのルールです。

■米子市民自治基本条例検討委員会は…
全員公募の市民委員24人で、市民みんなのまちづ
くりのルールである米子市民自治基本条例の素案
の検討・作成を主な活動内容としています。そして、
この検討に必要な意見を集めるため、広く市民の
皆さんに向けた説明やＰＲ、意見交換などを行な
います。

▼問い合わせ先
　米子市役所　協働推進課 （☎２３－５３７１）

▼封筒の出し方

①切り取り線にそって紙面
から切り取り、この面が外
側になるように中央を折り
ます。

②あて先の面を下にして、
のりしろを図のように貼り
合わせます。

③切手を貼らずにそのまま
お近くのポストへ投函して
ください。

米子市民自治基本条例づくりに参加しませんか ?
昨年４月に全員公募による「米子市民自治基本条例検討委員会」が発足してから、１年が経ちました。
この間、検討委員は、「自治基本条例の重要性」や「条例づくりに多くの市民に参加してもらう方法」、「市民による自治の実現」
などについてお互いに理解するために、熱い議論を重ね、２月から条例づくりのもとになる市民の皆さんのご意見を聴くた
めの活動を始めました。この活動の一環として、アンケートを実施しますので、ご意見をお聴かせください。
皆さんの意見で、米子の未来を一緒につくりましょう！！



～つながろう米子市民自治運動～

問　１ 問　２

問　３

アンケート集計のため、あなたのことをお聞かせください。
　①年齢　　20歳未満 ・ 20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代 ・ 70代 ・ 80歳以上

　②性別　　男性 ・ 女性

　③住所（町名）　　（　　　　　　）

　④米子に住んだ年数　　（　　　）年

　⑤職業　　会社員 ・ 自営業 ・ 公務員 ・ 学生 ・ 主婦 ・ 無職 ・ その他（　　　　　　　　　　　）

～あなたのご意見をお聴かせください～
未来に向けて、米子でみんなと一緒に、もっと元気で幸せに暮らしていくために、　

問１．どんな「まちのルール」があると良いと思いますか。（３つまで）

問２．身近なことで、あなた自身ができそうなこと、または誰かと協力したらでき
　　　そうなことは何ですか。 （３つまで）

問３．問２の「できそうなこと」で、あなたが一歩踏み出すために、必要な環境や
　　　条件は何ですか。



事務事業評価制度の目的
①成果重視の行政運営システムへの変革
②限られた財源の有効活用
③市民への説明責任の質的向上
④職員の意識改革

平
成
20
年
度
の
評
価
結
果
は
…

事務事業評価制度の目的
①成果重視の行政運営システムへの変革
②限られた財源の有効活用
③市民への説明責任の質的向上
④職員の意識改革

事務事業評価の結果を
お知らせします

米
子
市
で
は
行
政
改
革
の
取
組
み
の
一
環

と
し
て
、
事
務
事
業
評
価
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
行
政
の
活
動
を
大
き
く

「
政
策
」、「
施
策
」、「
事
務
事
業
」
の
３

つ
の
階
層
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
の
「
事

務
事
業
」
を
対
象
に
毎
年
度
評
価
を
行
な

う
も
の
で
あ
り
、「
Ｐプ

ラ

ン

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

―
Ｄド
ゥ
ーＯ
（
実
施
）
―
Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評

価
）
―
Ａア

ク

シ

ョ

ン

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
改
善
）」
と
い

う
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
中
の

「
Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
に
よ
り
、
行
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
機
能
さ
せ
る
と

と
も
に
、
事
務
事
業
の
具
体
的
な
改
善
を

図
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
21
年
度
に

行
う
予
定
の
事
務
事
業
の
う

ち
、
新
規
事
業
や
開
始
後
間
も

な
い
継
続
事
業
な
ど
93
本
の
事

務
事
業
を
対
象
に
、
各
担
当
課

に
よ
る
「
１
次
評
価
」
と
副
市

長
及
び
各
部
長
等
で
構
成
す
る

事
務
事
業
評
価
委
員
会
に
よ
る

「
２
次
評
価
」
の
２
段
階
で
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
平
成
20
年
度
以

前
か
ら
の
「
継
続
事
務
事
業
」

は
43
本
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
30
本
は

「
現
状
維
持
」
が
適
当
で
あ
り
、

13
本
に
つ
い
て
は
「
見
直
し
」

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
50
本
の
「
新
規
事
務

事
業
」
に
つ
い
て
、49
本
は
「
実

施
」
が
適
当
で
あ
り
、
１
本
に

つ
い
て
は
「
再
検
討
」
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
務
事
業
評
価
の
結
果

は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
制
度
の
内
容
や
評
価

結
果
の
詳
細
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」、
総
合
政
策
課
の
窓
口
で

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
５
５
）

平
成
20
年
度
の
評
価
結
果
は
…

◆継続事務事業（43本）◆

現状維持
見 直 し

充実・拡大 効率化・改善 統合・縮小 廃止・休止

評価本数（本） 30 11 ２ ０ ０

割 合（％） 69.8 25.6 4.6 ― ―

◆新規事務事業（50本）◆
実 施 条件付実施 再検討

評価本数（本） 49 ０ １
割 合（％） 98.0 ― 2.0



【スポーツ奨励賞 ( 個人・中学生 )】
陸 上　吉持　隆博、野々村魁斗、前垣　雅哉、中村　彩香
体 操　佐野　雄大
バドミントン　森田　洋祐、口田　粋也
水 泳　野嶋　将至、山川　直輝、富田　莉穂、寺西　　健
　　　　　　　　片桐　　佑、相見　沙希、國野　菜月、油井　　霞
　　　　　　　　生田　幸也
空 手　中西　りか
少 林 寺 拳 法　菅　　風大、田中　紀行、安井　悠一
弓 道　舩川　和樹、豊田　彩華
柔 道　細田　友視、松山　高士、青木　千拓
ボ ー ト　石畑祥太郎、菱谷眞一郎、石畑　栞奈、指宿優希菜

【スポーツ奨励賞 ( 個人・高校生・大学生 )】
アーチェリー　尾村　直哉、斎木　政宏
陸 上　番原　脩介、古磯　和樹、森本　大志
剣 道　生田　朗子、稲田　達憲
卓 球　大畑　諒輔、河野　芙雅
テ ニ ス　小飯　健太、竹本　博樹
水 泳　武良　優輝、中尾あかり、舩越　杏子
バドミントン　下田　諒、下田　泰樹、宮原　亮太
フェンシング　田總あづさ

【スポーツ奨励賞 ( 個人・一般 )】
銃 剣 道　上井　周平
ソフトテニス　砂口　　賢、原口　陽子、小谷由美子、木下　美江
　　　　　　　　野口　洋子、秋葉　　泉、須藤　　繁、青砥　三幸
　　　　　　　　安達　和紀、福田　寛巳、森本　　勲
少 林 寺 拳 法　石倉　　凌、大塚千亜妃、田中　智子、楠　　直史
　　　　　　　　小森　貴子、海老名洋一
陸 上　太田　時子
卓 球　林　　由子、木村　　博

【スポーツ奨励賞 ( 団体 )】
野 球　車尾スポーツ少年団野球部
水 泳　河崎小学校 ６年男子200ｍリレーチーム
　　　　　　　　米子工業高等専門学校水泳部
陸 上　住吉小学校 ５年女子400ｍリレーチーム
　　　　　　　　淀江小学校 ５年男子400ｍリレーチーム
　　　　　　　　加茂中学校 男子４×100ｍリレー	
　　　　　　　　米子工業高等専門学校陸上競技部
　　　　　　　　米子陸上クラブ
少 林 寺 拳 法　鳥取淀江支部
卓 球　原田卓球、米子工業高等専門学校卓球部
バレーボール　住吉スポーツ少年団男子
バスケットボール　福生中学校男子バスケットボール部
　　　　　　　　後藤ヶ丘中学校女子バスケットボール部
　　　　　　　　米子工業高等専門学校バスケットボール部	
バドミントン　後藤ヶ丘中学校女子バドミントン部
　　　　　　　　米子工業高等専門学校バドミントン部
サ ッ カ ー　箕蚊屋中学校サッカー部
剣 道　米子工業高等専門学校剣道部 ( 女子 )
　　　　　　　　米子工業高等専門学校剣道部 ( 男子 )
ラ グ ビ ー　米子工業高等専門学校ラグビーフットボール部
　　　　　　　　米子ビッグマウンテン
銃 剣 道　第８普通科連隊第１中隊B	
アーチェリー　米子北高等学校アーチェリー男子	
バウンスボール　住吉BBクラブB

【体育功労賞】
陸 上　川端　年昭　　　　バスケットボール　金田　隆行
バドミントン　井上留美子　　　　ソフトテニス　妹澤佐智夫
ソフトボール　宮脇　照子　　　　ラ グ ビ ー　森尾　泰夫
バレーボール　判沢　信子

【優秀指導者賞】
陸 上　岩石　明美　　　　バスケットボール　三島　　覚
ラ グ ビ ー　表　　勝己

【スポーツ特別賞 ( 個人 )】
ボ ー ト　森田　　望

【スポーツ賞 ( 個人 )】
陸 上　角　　佳樹、難波　浩之、山田　莉己、森　　智広
　　　　　　　　遠藤　　俊、高原　杏奈、石原　寛之
卓 球　瀧　康之介、黒見　晃平、河野　芙雅、大畑　諒輔
バドミントン　林谷　悠貴、田中　良亮、山下　可奈、出石　哲也
　　　　　　　　森山理恵子、瀬川　友紀、黒田こずゑ、今若　朋美
　　　　　　　　藤井　里穂、福井　梨紗、池本　哲明、森田　太一
ボ ー ト　山中　絵梨、池口　　開
水 泳　松井健太郎、米村　　允、村尾　太一、安永　元樹
　　　　　　　　井原　由貴、安永有里子、武良　竜也、宮本幸太郎
ス ケ ー ト　齋藤　　舞
フェンシング　川口智恵美、吉川　由華
ボ ク シ ン グ　八幡　友喜
空 手　坂東　藍果、富田　直輝
ヨ ッ ト　木下　　瑞				  

【スポーツ賞 ( 団体 )】
陸 上　米子工業高等専門学校 陸上競技部 男子400ｍリレー
　　　　　　　　米子工業高等専門学校 陸上競技部 学校対抗 ( 総合 )
サ ッ カ ー　就将サッカークラブ
ボ ー ト　鳥取県選抜、鳥取県立米子南高等学校 ボート部
剣 道　米子松蔭高等学校 男子剣道部
アーチェリー　鳥取県立米子南高等学校 アーチェリー部
フェンシング　鳥取県立米子南高等学校 フェンシング部

【スポーツ奨励賞 ( 個人・小学生以下 )】
陸 上　山本　由菜、大森真歩子、土岐恵里佳、柏木　大樹
　　　　　　　　⻆　　修一、谷本　知香、宮平　真衣
卓 球　備本　　将、赤川　真生
体 操　木村　太星、重高　愛莉、岩崎　真季、佐藤　佳穂
　　　　　　　　永井　陽登、浦　　絃紀、足立　力斗、景山　万友
　　　　　　　　永見千佳子、加藤　空奈、永井　理湖、田代　葉澄
少 林 寺 拳 法　松本　意央、荒川　拓海、門脇　成聖、本田　昂広
　　　　　　　　松田　大地、松林　拓巳、政木　卓巳、片山　陽斗
　　　　　　　　海老名隼汰、谷野　聖幸、山中　竜也、山中　一也
空 手　平新　慶樹、山本　幸成、吉田　千笑、平川　竜斗
　　　　　　　　岡田　朋也、林原　冴莉、椿　晋之介
な ぎ な た　伊藤　優希、橋本　美帆、白川未和子、杉原まるみ
水 泳　後藤　博志、門脇　清楓、山本　由菜、杉町　兼佑
　　　　　　　　柏原　伊織、清水　　咲、相見　京香、妹川実奈穂
　　　　　　　　落部緋菜子、島田　欣依、森下　美佳、片桐　晴子
　　　　　　　　澤田　涼平、瀬野尾　祐、今村　瞭斗、田村　亮太
　　　　　　　　丸山　明洋、西尾　直人、前田　大空、大槻　啓剛
　　　　　　　　宇田恵理子
レ ス リ ン グ　木井たから

平成20年度米子市体育協会スポーツ表彰式が、２月14日に文化ホールで行なわれました。
この表彰は、永年スポーツの普及に尽された人や選手の育成強化に努められた指導者、平成20年度中に優秀な成績を
収められた選手・団体に贈られるものです。

■問い合わせ　体育課（☎２３－５４２６）



公的年金受給者の納税の便宜や個人住民税の徴収の効率化を図るため、公的年金等の所得に対する市民税・県民税額を公
的年金から天引きする制度（特別徴収制度）が導入されます。
なお、この制度は納付方法の変更ですので、新たな税負担はありません。

■対象となる方　前年中に公的年金等の支払いを受けた方で、特別徴収する年度の初日（４月１日）において老齢基礎年
金等の支払いを受けている 65歳以上の方。ただし、次の場合には特別徴収の対象となりません。

（１）老齢基礎年金等の給付額の年額が 18万円未満の場合
（２）当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金等の給付額の年額を超える場合

■対象となる税額　公的年金等の所得に対する市民税・県民税の所得割額および均等割額
※公的年金等の所得のほかに給与所得があり、給与から特別徴収が行なわれている方については、給与所得の市民税・県
民税は給与からの特別徴収となります。また、公的年金等の所得および給与から特別徴収されている給与所得以外の所得
については、これまでどおり普通徴収（口座振替や納付書によるお支払い）となります。

■徴収方法

▼特別徴収を開始する年度における徴収方法
納付方法 期別 徴収（納期）月 納付税額
普通徴収 上半期 ６月・８月 年税額の４分の１ずつを普通徴収の納期ごとに納付

特別徴収 下半期 10月・12月・２月 年税額の６分の１ずつを年金支給月ごとに特別徴収

特別徴収制度が導入される平成21年度または新たに特別徴収の対象となった年度についての徴収方法です。
上半期（６月・８月）は、年税額の４分の１ずつが普通徴収（口座振替や納付書によるお支払い）となります。下半期（10月・12月・２月）
は、年税額の６分の１ずつを（老齢基礎年金等の支給月ごとに）年金支払い額から特別徴収します。

▼通常年度における徴収方法
納付方法 期別 徴収（納期）月 納付税額
特別徴収
（仮徴収） 上半期 ４月・６月・８月 前年度の下半期に徴収した額の３分の１ずつを年金支給月ごとに特別徴収

特別徴収 下半期 10月・12月・２月 年税額から仮徴収額を控除した差額の３分の１ずつを年金支給月ごとに特別徴収

上半期（４月・６月・８月）は、前年度の下半期（前年の10月からその翌年の３月）の特別徴収額の３分の１ずつを（老齢基礎年金等の
支給月ごとに）年金支払額から仮徴収します。下半期（10月・12月・２月）は、確定した当該年度の年税額から上半期に仮徴収した額
を差し引いた額の３分の１ずつを（老齢基礎年金等の支給月ごとに）年金支払額から特別徴収します。

年税額 60,000円で公的年金の所得のみの方の場合
平成20年度まで 平成21年度（今年度） 平成22年度以降

普
通
徴
収

６月 15,000円 普
通
徴
収

６月 15,000円
特
別
徴
収

４月 10,000円
６月 10,000円

８月 15,000円 ８月 15,000円 ８月 10,000円
10月 15,000円 特

別
徴
収

10月 10,000円 10月 10,000円
12月 10,000円 12月 10,000円

２月 15,000円 ２月 10,000円 ２月 10,000円

国民年金の保険料は忘れずに納めましょう
保険料納付は年金を受取るための大切なポイントです！

　20歳以上 60歳未満で厚生年金保険や共済組合に加入していない方（加入している配偶者に扶養されている方を除きます）は、第1
号被保険者として国民年金への加入手続きを行ない、保険料を納付してください。また、所得等が少ないなどの理由で、保険料の全額・
一部免除、学生納付特例、若年者猶予の申請を希望される方は手続きが必要です。
　保険料の未納期間や制度への未加入期間があると、万一の場合の障害年金や遺族年金などの請求ができなくなるほか、最低でも 25年
以上の保険料納付済み期間、保険料免除期間や合算対象期間がないと原則として年金を受け取ることができなくなってしまいます。
　保険料を納め忘れた場合は、２年以内なら納められます。また、免除されていた期間についても、10年以内なら追納することができ
ます。将来、受け取る年金が少なくならないように、追納をお勧めします。
　納めた保険料は、年末調整や確定申告をすれば、全額が社会保険料控除の対象となります。

■問い合わせ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）

年税額の４分の
１ずつを、６月・
８月に普通徴収
し、残りの税額
が 10月・12月・
２月に年金から
特別徴収（天引）

前年の下半
期の３分の
１ずつを仮
徴収



米子市市街化調整区域における
開発許可基準の見直し（案）の

ご意見を募集します
市街化調整区域における開発行為の許可基準をより明確に
し、事務手続きの簡素化・審査の迅速化を図るための見直
しを進めています。この見直し（案）について、皆さんの
ご意見をお聴かせください。
なお、ご意見に対して個別には回答しませんが、内容ごと
に整理して、市の考え方と合わせて後日公表します。
■見直しの主な内容
①定型的な開発行為などについて開発審査会の議を経ずに
迅速に許可できるようにするため、市街化区域に近接した
既存集落の区域や予定建築物の用途などを条例で定める。
②開発審査会に諮る開発行為の基準（既に開発審査会で決
定されています）を明確にする。
③その他、開発審査会の議を経ることが不要な開発行為を
許可する際の基準を明確にする。
■閲覧方法　米子市市街化調整区域における開発許可基準
の見直し（案）のくわしい内容については、「米子市ホー
ムページ」、建築指導課（本庁舎２階）、淀江支所地域振興
課、行政窓口サービスセンター、「ふれあいの里」、各公民
館で閲覧できます。
■募集期間　17日（金）まで
■提出方法　住所、氏名、電話番号、法人その他の団体の
場合は主たる事務所の所在地・名称・代表者の氏名を明記
の上、「米子市ホームページ」の送信フォームから送信し
ていただくか、郵送・ファックスなどでご応募ください。
閲覧場所には意見記入用紙も用意していますが、特に様式
は問いません。なお電話、口頭での受付はいたしません。
■応募・問い合わせ
〒683－8686　米子市加茂町１－１　米子市役所建築指導課
☎２３－５２３８　FAX２３－５３９４

国民年金についてのお知らせ
■国民年金保険料の金額が変わります
平成21年４月から平成22年３月までの国民年金保険料は月
250円引き上げられ、月額 14,660円となります。口座振替
や前納にすると割引となる制度もありますので社会保険事務
所にご相談ください。
■こんなときは市役所の国民年金窓口に必ず届出を

▼ 20歳になったとき（厚生年金・共済組合の加入者を除く）

▼会社を退職したとき ▼配偶者の扶養からはずれたとき ▼市
外から転入したとき（厚生年金・共済組合加入者を除く）
■学生納付特例制度の申請をお忘れなく
20歳で国民年金に加入された学生の方や、今年の３月まで「学
生納付特例制度」が承認されている学生の方で、引き続き制
度を利用希望の方は、新たに 21年度の申請が必要です。社
会保険庁から、継続申請用のはがきが届いている方は、必要
事項を記入して送付してください。はがきの来ない方や、学
校を変わられた方は、４月以降の在学証明書（コピー不可）
または、学生証（コピー可）を添付し市役所年金窓口で申請
してください。
■問い合わせ　市役所保険年金課（☎２３－５１４２）
　　　　　　　米子社会保険事務所（☎３４－６１１１）

合併処理浄化槽設置補助金を支給します
生活排水による河川などの水質汚濁を防止するため、既存
の専用住宅または、併用住宅（延べ床面積の２分の１以上
が住宅部分）で、くみ取り槽または、単独浄化槽から「合
併処理浄化槽」へ転換される個人の方に対して、補助金を
支給します。
ただし、初めて設置される方で ､市税等の滞納がなく、平
成 21年度内に転換が完了される方に限ります。
補助金交付の条件や補助対象地域に制限などがありますの
で、くわしくは、下水道整備課にお問い合わせください。
※補助金の予算に限りがありますので、予算が無くなり次
第、受付は終了とします。	
■補助対象地域　和田・夜見地区の全部と、明道・義方・
就将・車尾・福生東・福米東・加茂・河崎・住吉・彦名・
崎津・大篠津・富益・成実・尚徳・五千石・巌・春日・県・
淀江地区のそれぞれ一部
（公共下水道事業認可区域、農業集落排水施設の処理区域、
地域し尿処理施設その他の生活排水処理施設の処理区域を
除く市内全域）
■申込・問い合わせ　下水道整備課（☎３４－１３８７）

２か所目の病児・病後児保育施設が
開所しました

３月２日から、西福原九丁目に米子市で２か所目の病児・病
後児保育施設となる、病児保育室ペンギンハウス（ファミリー
クリニックせぐち小児科隣）が開所しました。
この施設は、小学校３年生までのお子さんが、病気で保育園
や学校に行けないが、保護者の方も仕事の都合などにより、
家で看病ができないときに、一時的にお預かりして看護師や
保育士が保育するものです。
利用するには事前登録をお願いしていますので、利用ご希望
の方は直接施設の窓口にお申込みください。
■病児保育室ペンギンハウスの概要

所 在 地
西福原九丁目 16－26
（ファミリークリニックせぐち小児科隣接）

連 絡 先 ☎３８－０７８０
対象児童 生後６週間から小学校３年生までの児童
定 員 ６名

開所時間
月・火・水・金曜日…午前８時30分～午後６時
木曜日…午前８時30分～午後１時
土曜日…午前８時30分～午後５時

利用料金
１日 2,500円（生活保護世帯は０円）
ただし木曜日は 1,500円

ご 注 意

・施設の利用前にせぐち小児科で事前の診察を受けてい
ただきますので、まずせぐち小児科受付へお越しくだ
さい。診察の結果によっては、お預かりをお断りする
場合もありますので、あらかじめご了承ください。
・給食をご用意しますが、お子さんの状況によりご用意
できない場合がありますので、食物アレルギーなどの
ある方は事前に施設にご相談ください。

■問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１７７）

病児看護センターベア―ズデイサービス（米子市榎原、☎
２６－５５９９）谷本こどもクリニック隣接）もこれまで
どおり開所していますので、引き続きご利用ください。



可燃ごみ・古紙類の
収集日が変わります

広報よなご２・３月号、よなごみ通信第８号などで
お知らせしておりますが、４月１日から、市内の
多くの地区で収集日が変更になります。
また、可燃ごみは、祝日（元日を除く）にも収集
を行なうこととしました。
すべての収集品目の収集日を「平成21年度版のご
み分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」
に掲載しておりますので、ご確認のうえ、お間違
えのないように持ち出してください。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

米子市クリーンセンターへの
可燃ごみの搬入受付時間を拡大

４月１日から、クリーンセンターの可燃ごみの搬
入受付時間を拡大し、正午～午後１時の間も持ち
込みができるようになります。

▼可燃ごみ搬入受付時間
月～土曜日・祝日…午前８時30分～午後４時45分
　（日曜日・元日は休み）
※年末年始の開場時間は、別途お知らせします。
■問い合わせ　環境事業課（☎３０－０２７０）

４月19日（日）は市長選挙と市議会議員補欠選挙の投票日です
米子市明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな選挙の実現をめざして次のことに重点をおいて活動しています。

▼棄権をしないで、一人でも多くの有権者が投票に参加しましょう

▼だれにも左右されず、自主的な判断に基づいて投票しましょう
　【自治会や地区推薦を行なわれないよう望みます】

▼有権者や候補者が選挙のルールを守って、きれいな選挙をしましょう
今回の選挙は、今後の米子市政を担うリーダーを決める大切な選挙です。
あなたの一票が住みよい地域づくりの第一歩です。みなさんそろって投票に行きましょう。
■問い合わせ　米子市明るい選挙推進協議会事務局（選挙管理委員会事務局内）　☎２３－５３４６

４月19日（日）の米子市長選挙・市議会議員補欠選挙の投票所が
変わります。
■第１投票所
参議院議員通常選挙では、ど
らドラパーク「東山体育館」
を投票所として使用しました
が、どらドラパーク「米子市
民体育館」に変わりますので
ご注意ください。

▼どらドラパーク米子市民体育館に変わる区域
勝田町、博労町一丁目、博労町二丁目、東山町、
道笑町三丁目、昭和町、車尾七区、住之江

■第９投票所
参議院議員通常選挙では、「鳥
取大学医学部記念講堂」に変更
しましたが、「米子市児童文化
センター」に戻しますのでご注
意ください。

▼ 米子市児童文化センターに変
わる区域　
岩倉町、寺町、天神町一丁目、天神町二丁目、内町、立町一丁目、
立町二丁目、灘町一丁目、灘町二丁目、西町
くわしくは、選挙の際にお届けする投票所入場券をご確認いただ
き、投票にお越しください。
問い合わせ　米子市選挙管理委員会 (☎２３－５３４６)

届出をされる方の運転免許証・保険証・住民基本台帳カードなど、本人確認のできるものをご持参ください。
※印鑑が必要な場合がありますので、ご持参ください。

種 類 届 出 の 期 間 届 出 に 必 要 な も の

転 入 届
（市外からの住所異動）

転入・転居届は、必ず、実際
にお住まいになってから、14
日以内に届け出てください。
実際にお住まいではない方の
住所の異動届はできません。

●転出証明書（前住所地で交付されたもの）●加入している保険証（手続
上必要な場合があります）●国民年金手帳（お持ちの方のみ）

転 居 届
（市内での住所異動）

●国民健康保険証●後期高齢者医療被保険者証●特別医療費受給資格証
（加入している保険証が必要です）

転 出 届
（市外への住所異動）

転出予定日の 14日前から受
付します。

●返却していただくもの（印鑑登録証、住民基本台帳カード、国民健康
保険証、特別医療受給資格証など、米子市が発行したもの）

※住所の異動に伴い、介護保険被保険者証、身体障害者手帳等が必要な場合がありますのでご持参ください。
■問い合わせ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）、淀江支所市民生活課（☎５６－３１１５）

めいすいくん



　吹田文明（1926年、徳島県生まれ）は、浮世絵版画以来の伝統的な水性木

版画の世界に新たな境地を切り開いた、現代を代表する木版画家の一人です。

　紙繊維の内部まで浸透して乱反射する水性絵具の上に、紙の表面に重なり、

くっきりとした表現効果を生み出す油性絵具を刷り重ねることで、独特な奥

行きのある空間が表現されます。

　本作も、漆黒の画面に青を基調としたオーロラのように輝く羽をまとった

「北国の王者」が天高く飛び立ち、世界に春が訪れる。そのような幻想的な

情景を、吹田が開発した技法を用いて効果的に表現されています。

　このような独創的な制作技法の基礎は、吹田が小学校の図工教員として版

画の教材研究を進めていくなかで編み出されました。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　

■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

企
業
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
範
囲
に
ひ

ろ
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
環
境
や
雇
用

な
ど
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

企
業
が
社
会
の
一
員
と
し
て
果
た
す
べ

き
責
任
（
＝
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と

し
て
人
権
尊
重
の
取
組
み
を
進
め
る
企

業
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
は
、
人
権
に
配
慮
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
う
ほ
か
、
公

正
採
用
選
考
の
推
進
や
企
業
内
の
人
権

研
修
の
実
施
に
よ
り
、
従
業
員
や
顧
客

な
ど
、
そ
の
企
業
に
関
わ
る
人
を
大
切

に
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
も
、
73
事
業
所
が
加
盟
し

て
い
る
、「
米
子
市
同
和
問
題
企
業
連

絡
会
」
の
会
員
企
業
を
中
心
に
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
や
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い

て
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
を
大
切
に
す
る
「
会
社
」
は
、

豊
か
な
「
社
会
」
を
創
造
し
ま
す
。

　

市
民
（
消
費
者
）
は
、「
人
権
」
を
大

切
に
す
る
企
業
を
評
価
し
、
応
援
す
る

こ
と
で
、
人
権
尊
重
の
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
企
業
・

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
市
内
の
事
業
所
で
企
業
内
研
修
に
関

す
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
人
権
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
米
子
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会

　

米
子
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
は
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
10
社
が
発
起

人
と
な
り
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
目

的
に
1996
年
11
月
に
設
立
さ
れ
、
現
在
73

事
業
所
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

●
各
企
業
へ
の
研
修
の
支
援

●
企
業
ト
ッ
プ
研
修

●
事
務
担
当
者
研
修

●
新
規
採
用
職
員
研
修

●
各
種
全
国
大
会
へ
の
参
加

※
随
時
、
会
員
企
業
を
募
集
中
で
す
。

詳
細
や
ご
不
明
な
点
は
、
事
務
局
（
人

権
政
策
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



く
ら
し
の

情
報

　

行
政
相
談

国
な
ど
役
所
へ
の
ご
要
望
、
ご
意

見
に
つ
い
て
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
８
日
㈬
、
20
日
㈪
・
市
役
所
第

２
庁
舎
１
階
相
談
室

▼
５
月
７
日
㈭
・
市
役
所
本
庁
舎

４
階
402
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈮
、
５
月
11
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。
毎
月
１
回
開
催
。

と
き
　
22
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約
　
鳥
取
県
西

部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
34
―

２
６
４
８
）、
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

お
買
い
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ

ル
や
架
空
請
求
な
ど
、
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
室

問
い
合
わ
せ
　
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

▼
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

16
日
㈭

▼
市
役
所
第
２
庁
舎
３
階
会
議
室

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
淀
江
支
所　

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

固
定
資
産
税（
土
地
）評
価
替
え

米
子
市
で
は
、
平
成
21
年
度
固
定

資
産
税
（
土
地
）
の
評
価
替
え
に

合
わ
せ
て
、
地
図
情
報
土
地
評
価

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
シ
ス

テ
ム
の
作
動
確
認
、
デ
ー
タ
の
確

認
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、

地
図
情
報
土
地
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
次
の
評
価
替
え
年
度
と
な

る
平
成
24
年
度
に
延
期
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
評
価
替
え
は
、
こ

れ
ま
で
の
方
法
で
行
な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

固
定
資
産
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
２
）

　

重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）

　

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の
方

に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
で
、
平
成

20
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

助
成
金
額
　
１
回
の
利
用
に
つ
き

初
乗
り
料
金
か
ら
手
帳
提
示
に
よ

る
１
割
引
を
受
け
た
後
の
額

タ
ク
シ
ー
利
用
券
枚
数

１
人
１
か
月
に
つ
き
３
枚
発
行

（
申
請
に
は
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
）

交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―

５
１
５
９
）、
淀
江
支
所
市
民
生

活
課
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
文
書

　

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
す

市
の
掲
示
文
書
（
告
示
、公
示
等
）

は
、
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前

な
ど
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
い
ま

す
が
、
４
月
か
ら
、
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
掲
示
文
書
コ
ー

ナ
ー
」
を
新
設
し
、
掲
示
文
書
の

件
名
、
所
管
課
な
ど
を
ご
確
認
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

掲
示
文
書
の
内
容
は
、
次
の
場
所

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
市
役
所
本
庁
舎
（
１
階
総
合
案

内
・
３
階
行
政
経
営
課
・
正
面
玄

関
前
掲
示
場
）

▼
淀
江
支
所
（
地
域
振
興
課
・
正

面
玄
関
横
掲
示
場
）

▼
各
公
民
館

▼
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時
に
、☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
米
子

法
律
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
多
重

債
務
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
、

交
通
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
人
30

分
…
5,000
円
。
要
予
約
。

た
だ
し
、
多
重
債
務
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
サ
ラ
金
の
相
談
は
無
料
。

予
約
は
、
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、
鳥
取
県
弁
護
士
会
米
子

支
部
（
☎
23
―
５
７
１
０
）
ま
で
。

と

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
７
時

と
こ
ろ　
「
米
子
天
満
屋
」
５
階

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会

米
子
支
部
（
☎
23
―
５
７
１
０
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が



　

４
月
12
日
㈰
は

　

春
の
市
内
一
斉
清
掃
で
す
！

私
た
ち
が
住
む

ま
ち
の
道
路
や

河
川
、
公
共
用

排
水
路
な
ど
を

き
れ
い
に
し
、

快
適
で
住
み
良

い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
が
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
、
各
地
区
の
「
環
境
を
よ
く

す
る
会
」
か
、
環
境
政
策
課
（
☎

23
―
５
２
５
７
）
ま
で
。

　

家
族
介
護
慰
労
金

要
介
護
度
４
、５
に
相
当
す
る
高

齢
者
の
方
を
在
宅
で
１
年
以
上
介

護
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
介
護

者
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
者
、
介
護
者
双

方
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

し
、
過
去
１
年
間
に
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
（
７
日
程
度
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
の
ぞ
く
）
を
利
用
し

て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
額　

年
間
10
万
円

問
い
合
わ
せ
　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
６
）

　

家
族
介
護
用
品
助
成

介
護
用
品
の
購
入
費
に
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
介
護
ク
ー
ポ
ン
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
で
米
子
市
内
に
住
所
が
あ
る
在

宅
の
方
で
、
要
介
護
度
４
ま
た
は

５
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
要
介

護
者
、
介
護
者
双
方
が
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
方

助
成
額

年
間
（
最
高
）
７
万
５
千
円

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
６
）

　

高
齢
者
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー

　

ジ
施
術
費
助
成

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料

の
一
部
に
あ
て
る
こ
と
の
で
き
る

助
成
券
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
で
70
歳
以
上
の
米
子
市
内
に
住

所
の
あ
る
方
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
し
て
い
る
方

助
成
額　

１
回
の
施
術
に
つ
き
900

円
分
の
助
成
券
を
支
給

利
用
回
数　

１
年
に
12
回
以
内

（
申
請
月
に
よ
り
助
成
券
の
枚
数

が
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

高
齢
者
住
宅
改
良
費
助
成

介
護
を
要
す
る
方
を
在
宅
で
介
護

す
る
上
で
居
室
や
ト
イ
レ
な
ど
の

改
良
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
改
良
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
既
に
着
工
し
た
も
の
や

新
築
及
び
増
改
築
に
つ
い
て
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
予
算
が

無
く
な
っ
た
場
合
は
、
申
込
期
間

内
で
も
助
成
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

対
象
者　

介
護
保
険
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
ま
た

は
、
同
居
者
（
市
県
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方
に
限
る
）

助
成
の
対
象
と
な
る
工
事　

便
所

床
の
切
り
下
げ
、
玄
関
、
居
室

等
の
段
差
解
消
、
滑
り
や
す
い

床
材
の
変
更
な

ど
（
介
護
保
険

の
住
宅
改
修
費

支
給
の
対
象
と

な
る
工
事
は
除

く
）

助
成
限
度
額　

助
成
対
象
経
費
の

額
の
３
分
の
２
か
、
53
万
３
千
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

申
込
期
間

４
月
１
日
㈬
～
11
月
16
日
㈪

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

４
月
１
日
か
ら
「
長
期
使
用
製

品
安
全
点
検
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

製
品
が
古
く
な
る
と
部
品
等
が
劣

化
し
、
火
災
や
死
亡
事
故
を
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
を

防
ぎ
、
長
く
安
全
に
使
う
た
め
に

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
所
有
者
登
録
す

る
こ
と
で
適
切
な
時
期
に
点
検
通

知
が
届
き
ま
す
。

対
象
製
品（
特
定
保
守
製
品
）を
購

入
し
た
場
合
は
、
所
有
者
登
録
を

し
、
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
製
品
（
特
定
保
守
製
品
）

屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
・
ガ
ス

ふ
ろ
が
ま
（
都
市
ガ
ス
用
・
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
用
）、
石
油
給
湯
機
、

石
油
ふ
ろ
が
ま
、
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温

風
暖
房
機
、
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気

食
器
洗
機
、浴
室
用
電
気
乾
燥
機
、

問
い
合
わ
せ

中
国
経
済
産
業
局
産
業
部
消
費
経

済
課
製
品
安
全
室

（
☎
082
―
224
―
５
６
７
１
）

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

非
常
勤
職
員

●
学
校
支
援
員

募
集
人
員　

10
人

職
務
内
容　

市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
で
、
先
生
と
一
緒
に
授
業
に

出
て
、
支
援
の
必
要
な
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
学
習
指
導
や
生
活
介

助
を
行
な
い
ま
す
。

試
験
日　

27
日
㈪

採
用
予
定
日

平
成
21
年
５
月
８
日

申
込
受
付
期
間

６
日
㈪
～
23
日
㈭

●
学
校
い
き
い
き
支
援
事
業
教
育

補
助
員

募
集
人
員　

16
人
（
Ｉ
Ｔ
推
進
支

援
：
１
人
、
学
力
向
上
支
援
：
10

人
、
教
育
活
動
支
援
：
５
人
）

職
務
内
容　

市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
と
市
立
米
子
養
護
学
校
で
、

Ｉ
Ｔ
関
係
の
環
境
整
備
等
の
充
実

を
図
る
た
め
の
教
育
補
助
、
学
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
補

助
、
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
の
教
育
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

試
験
日　

28
日
㈫

採
用
予
定
日

平
成
21
年
５
月
８
日

申
込
受
付
期
間

６
日
㈪
～
23
日
㈭

※
く
わ
し
く
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
受

験
案
内
で
ご
確
認
下
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
２
）



　

災
害
等
の
発
生
時
に
お
け
る

　

協
力
団
体
を
募
集
し
ま
す

米
子
市
で
は
、
災
害
等
の
発
生
時

に
お
け
る
被
災
者
の
支
援
等
の
応

急
対
応
の
充
実
を
図
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
８

月
か
ら
、
災
害
等
発
生
時
に
、
可

能
な
範
囲
で
、
無
償
で
の
物
的
・

人
的
支
援
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
団
体
等
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
す

る
「
災
害
等
発
生
時
の
対
応
に
協

力
す
る
団
体
等
の
登
録
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
、

▼
施
設
を
避
難
場
所
・
臨
時
入
浴

　
施
設
等
と
し
て
提
供
し
て
も
よ

　
い

▼
お
店
の
食
料
品
・
衣
料
品
・
家

　
電
製
品
等
の
物
資
を
被
災
者
に

　
提
供
し
て
も
よ
い

▼
事
業
所
の
車
両
・
重
機
・
機
材

　
を
貸
し
て
も
よ
い

▼
職
員
・
会
員
等
の
人
材
を
派
遣

　
し
て
も
よ
い

な
ど
の
お
考
え
の
あ
る
団
体
等
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

多
く
の
団
体
等
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
防

災
安
全
課
に
お
た
ず
ね
い
た
だ
く

か
、米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
防

災
よ
な
ご
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

一
般
大
学
等
出
身
の

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

と
し
て
採
用
後
、
一

定
期
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま

す
。
採
用
試
験
に
は
、「
一
般
幹

部
候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
）」「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科･

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
12
日
㈫
ま
で

試

験　

５
月
16
日
㈯

※
応
募
資
格
な
ど
、く
わ
し
く
は
、

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所
（
☎
33

―
２
４
４
０
）
ま
で
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
21
年
度
春
募
集

募
集
期
間

４
月
１
日
㈬
～
５
月
18
日
㈪

▼
募
集
に
あ
わ
せ
、
青
年
海
外
協

力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
談
＆
説
明
会
を
行
な
い

ま
す
。
参
加
無
料
、
予
約
不
要
で

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き　

23
日
㈭

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

（
☎
082
―
421
―
６
３
１
０
）

　

中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
中
国

の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

５
月
12
日
～
８
月
18
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

（
原
則
と
し
て
火
曜
日
、
全
15
回
）

と
こ
ろ

市
役
所
旧
庁
舎
603
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方

（
た
だ
し
、
平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
中
国
語
入
門
講
座
の
受
講
生

は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

受
講
料　

無
料（
資
料
代
1,000
円
要
）

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
14
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

韓
国
語
入
門
講
座

韓
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
韓
国

の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

５
月
14
日
～
８
月
27
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

（
原
則
と
し
て
木
曜
日
、
全
15
回
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
402
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方

（
た
だ
し
、
平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
韓
国
語
入
門
講
座
の
受
講
生

は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ

潤ユ
ン

慶キ
ョ
ン

受
講
料　

無
料（
資
料
代
2,000
円
要
）

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
22
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

12
日
㈰
午
前
９
時
20
分
Ｊ
Ｒ
米
子

駅
集
合
（
９
時
39
分
発
「
つ
く
し

保
育
園
前
下
車
」）、
行
き
先
…
南

部
町
法
勝
寺
方
面
城
山
公
園
ほ
か

（
行
程
約
７
㎞
）、
弁
当
持
参　

バ

ス
往
復
運
賃
（
大
人
920
円
）、
解

散
予
定
午
後
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

絵
画
教
室

絵
の
上
達
よ
り
も
、
楽
し
く
自
由

に
描
く
教
室
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

５
月
９
日
㈯
、
７
月
11
日
㈯
、

９
月
12
日
㈯
、
11
月
14
日
㈯
、

１
月
９
日
㈯
、
３
月
13
日
㈯

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
５
時

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（
皆
生
３
丁
目
）

定

員　

10
人

（
中
学
生
以
上
で
、
障
が
い
の
あ

る
方
優
先
）

講

師　

山
陰
新
協
美
術
会

　
　
　
　

八
尾
洋
一
さ
ん

受
講
料　

無
料（
画
材
等
実
費
要
）

募
集
期
間　

７
日
㈫
か
ら

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（
☎
23
―
０
６
９
９
）



商店街の空き店舗で商売を始めてみませんか
中心市街地の商店街の空き店舗を利用して商売を始めよ
うとする方を対象に、店舗改装費等を補助する制度を設
けています。平成21年度の受付は、30日（木）までです。
お早めにお問い合わせください。
■対象となる店舗　中心市街地の商店街の空き店舗
■対象者　商業者等（空き店舗の所有者をは除く）
※市税等の滞納がある場合、補助制度の利用が制限され
ることがあります。
■対象経費　店舗改装費、備品購入費、広告宣伝費
■補助率・金額　対象経費の３分の１以内・上限50万円
( 申請多数の場合、補助金額を減額する場合があります）
■問い合わせ　商工課（☎２３－５２１９）

「虹のひろば」は、市民の芸術文化の懸け橋として公会堂ロ
ビーで開催しています。
今回の出演は、「ほうき民話の会」です。民話の会の語り部が、
遠い昔から語り継がれてきた民話（昔話）を語ります。
今回の話は「粟島の八百比丘尼」「鶴の恩返し」など。
また、当日は地元アマチュアミュージシャン「Ｄ

デ ュ ー ン

ＵＮＥアコ」
のアコーディオン演奏もあります。
昔なつかしい語りとアコーディオン演奏の心温まるひと時
をお楽しみください。
■と き　25日（土）　午後７時開演
■ところ　米子市公会堂　大ホールロビー
■入場料　無料　　　
■問い合わせ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

●月曜コ－ス（参加料年額 500 円）
　「日本・世界の懐かしい歌を楽しく元気に歌います」
　 ▼毎月第２月曜日・午前10時30分～ 11時30分
　　初回…４月13日（月）
　※今年度から講座の時間が変更になりました。
　 ▼講師　村

む ら お

尾義
よ し は る

晴さんほか
●木曜コ－ス（参加料年額 500 円）
　「懐かしい童謡・唱歌から新しい童謡まで幅広く歌います」
　 ▼毎月第４木曜日・午前10時30分～ 11時30分
　　初回…４月23日（木）
　 ▼講師　古

ふ る せ

瀬美
み ほ こ

保子さん　半
は ん だ

田恭
き ょ う こ

子さんほか
●チャイルドコ－ス（参加無料）
　「ちいさなお子さんのためのうたを歌います」
　 ▼毎月第４木曜日・午前11時30分～正午
　　初回…４月23日（木）
　 ▼講師　山

や ま い し

石ひろ子
こ

さん
　　　　　星

ほ し の

野まり子
こ

さんほか
■募集期間　12 月末まで
■参加対象　どなたでも参加できます。
　　　　　　　（チャイルドコースは保護者同伴のこと）
■申込方法　文化ホ－ル窓口で手続きをしてください。
　　　　　　　（講座当日でも受付可能です。）
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル（☎３５－４１７１）

旧加茂川沿いの桜並木を遊覧船
から、ゆっくり眺めてみません
か。また、中海からは湊山公園
の桜や天気が良ければ大山の姿
も楽しめます。
■期間　３日（金）～ 12日（日）
■時間　午前10時・午後２時　（所要時間約40分）
■料金　大人 1,200円　小人 600円（要予約）
■申込・問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

米子市の桜の名所「湊山公園」
では、春の訪れとともに約450
本もの桜が咲き誇ります。
期間中は、午後６時30分～ 10
時30分の間、大小のボンボリに
明かりを灯し、夜桜を楽しんで

いただけます。４日（土）は、ゆるキャラ撮影会、素人の
ど自慢大会、「ロケットくれよん」のバンド演奏、BSSア
ナウンサーお出かけ紙芝居などを開催。
※仮設ごみ箱は設置しませんので、ゴミのお持ち帰りにご
協力ください。
■と き　３日（金）～ 12日（日）
※桜の開花状況により変更する場合があります。
■ところ　湊山公園
■問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

青 木
住 宅 永 江 54R1 103 中層耐火

４ 階 建 3DK 15,000
～ 22,300 S54

（老人等優先入居）

皆 生
住 宅

皆 生
五 丁 目 7R1

204

中層耐火
３ 階 建

3LDK 26,400
～ 39,200

Ｈ７301 2LDK 21,300
～ 31,700

304 3LDK 26,400
～ 39,200

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方　　●暴力団員でないこと
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が
複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（水）～９日（木）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　14日（火）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　５月１日（金）
次回の市営住宅入居者募集期間は５月１日～ 14日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）も募集しています。上記の公営住宅に比べ収入
基準が高く、高い世帯が対象となります。（単身不可）
また、店舗（所在地：東町　27.72㎡　家賃月額 33,000円）
も募集しています。
特定公共賃貸住宅・店舗についてのお問い合わせは、随時
受け付けています。

開発公社所有地を売払いします
次のとおり一般公募により公社所有地２区画を分譲いた
します。
■売払物件　上福原２丁目・２区画・地目　宅地
①面積　179.49㎡　　②面積　214.07㎡
■売払物件の案内図

■分譲価格　① 7,466,784円  　② 8,712,649円
■用途地域　第１種中高層住居専用地域　
■申込方法　所定の申込書に住民票の謄本を添えて、
　　　　　　土地開発公社にお申し込みください。
■申込期間　随時受付（分譲する区画が完売するまで）
■譲受人の決定　申込み順に譲渡人を決定します。
■問い合わせ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

むきばんだからのお知らせ
◆むきばんだ遺跡新緑まつり◆

火おこし、勾玉・石包丁づくり（有料）、土笛づくり
（有料）、古代米おにぎりとドングリすいとんの試食提
供（午前９時40分から先着試食券配布）、ポニー乗馬（要
乗馬券）など、企画もりだくさん。
とき　29日( 水・祝 )　午前10時～午後３時30分

◆むきばんだ遺跡ジュニアファンクラブ団員募集◆
弥生人の暮らし、米づくりや土器づくりなどを体験し
ながら学習してみませんか。参加無料です。
とき　５月～ 12月の土・日曜日（計８回程度）
対象　小学４～６年生（送迎が必要です）
定員　20人（応募者多数の場合は抽選）
応募期間　４月13日（月）～５月８日（金）必着

◆むきばんだ春の親子写生会◆
～春の風の中　親子で絵を描こう～

とき　５月10日（日）午前９時30分～午後３時30分
対象　幼児～中学生とその保護者
定員　なし　　参加費　無料　　※雨天中止
応募期間　４月13日（月）～５月６日（水）必着

◆むきばんだ弥生の森講座①◆
弥生人も食した？食べる事ができる植物を中心に遺跡
内の植生を学び、てんぷらの試食をします。
とき　19日（日）　午後１時～４時
定員　30 人（小学校４年生以下は保護者同伴）
※応募者多数の場合は抽選
申込期限　10日（金）　　参加費　無料

【会場・申込・問い合わせ】
妻木晩田遺跡事務所（大山町妻木）　☎３７－４０００

米子パスポートセンターが移転しました
米子パスポートセンターが西部総合事務所に移転しました。
また、４月から毎日夕方や日曜日にパスポートの受取りができるよ
うになりました。
■移転先　西部総合事務所１階　県民局（糀町１丁目）
■申請受付時間　平日午前８時30分～午後５時（変更なし）
■パスポートの受取りができる時間
　午前８時30分～午後６時30分（日曜日は午後５時まで）
■問い合わせ　米子パスポートセンター（☎３１－９７９７）
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お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年12月27日 ～21年１月16日 生 ４月16日（木）
H21年 １ 月17日 ～21年１月30日 生 ４月30日（木）
H21年 １ 月31日 ～21年２月12日 生 ５月12日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H20年５月生 １回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回
目、２回目を受け
てください。

４月15日（水）

H20年６月生 ５月27日（水）

H20年７月生 ６月10日（水）

H20年８月生 ４月28日（火） ６月23日（火）

H20年９月生 ５月28日（木） ９月９日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。

よなご人間ドック (75 歳以上 )
申込みを受け付けます 

▼ 対 象 者　「後期高齢者医療制度」により医療を受けられる方（75
歳以上）で、入院・施設入所をしていない、胃部の手術をしていない
方

▼ 検査項目　問診、血圧、心電図、血液検査、生化学検査、尿検査、
便潜血検査 ( 大腸がん検診 )、胃検査（胃がん検診）、胸部 X 線、超音波、
免疫学検査、腫瘍マーカー（男性は前立腺がん）など
※胃検査は、バリウムを使用する X線検査（レントゲン）と、内視鏡検
査（胃カメラ）を選択できます。

▼受診費用 ( 個人負担金 )　6,500円
※胃内視鏡検査を受けられる方は、医師の所見によっては、別途保険
診療扱いになる事がありますのでご了承ください。

▼受診期間　７月～12月
※６月下旬に受診券をお送りします。直接、医療機関に予約して受診
してください。

▼ 申込方法　４月30日（木）までに、健康対策課に電話でお申し込み
ください。

▼ ご 注 意　よなご人間ドック（75歳以上）を受診される場合、米子
市が実施する「後期高齢者の健康診査」「胃がん検診」「大腸がん検診」
を重複して受診することはできませんのでご注意ください。

年長さん、中学１年生、高校３年生の保護者の方へ

麻しん（はしか）・風しんの予防接種を受けましょう！！
3月末に　該当される方へ予防接種のご案内を送付しました

麻しん、風しんにかかったことがないお子さんは、再度予防接種を受
けて免疫をつけ、感染症にかからないように、また他
の人にうつさないようにしましょう。特に麻しんは感
染力が強い病気です。春から夏にかけて流行しやすい
ので、できるだけ４月から６月の間に接種しましょう。
対 象 者

▼年長児（平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれ）

▼中学１年生（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）

▼高校３年生（平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれ）
※過去に麻しん、風しん予防接種をそれぞれ 1 回すまされたお子さん
も対象です。
受 け 方　委託医療機関に個人で予約してから受けてください。
　　　　　（委託医療機関の一覧は個人通知に同封しています）
接種期間　平成21年４月１日～平成22年３月31日
費 用　無料



有

料

広

告

「妊婦一般健康診査」公費助成回数が 14回になりました
新しい受診票は届きましたか？

４月１日から受診票の枚数がこれまでの５枚（多胎の方は10枚）
から14枚（多胎の方は19枚）に変わりました。
妊娠中の方はお手元の受診票をご確認ください。４月以降は旧

受診票（Ａ４サイズ）は使用できません。すでに受診
票をお持ちの方で出産予定日が４月１日以降の方には、
新しい受診票（Ａ５サイズ）を郵送しましたので、ご
確認ください。また、妊娠中に転入された方は健康対
策課にお問い合わせください。

生活習慣病予備群の方に、運動の習慣をつけていた
だくための教室です。わかっていても続かない運動
を仲間と励ましあって、あなた自身のものに出来る
ようにしていきましょう！
と き　５月18日㈪、６月１日㈪、６月22日㈪、
　　　　　７月６日㈪、７月27日㈪、８月10日㈪、
　　　　　９月７日㈪、９月28日㈪、10月５日㈪、
　　　　　10月26日㈪　　（全10回）
※いずれも午後１時30分～３時30分
と こ ろ　「ふれあいの里」３階
内 容
体力測定、実技 ( ウォーキング、ストレッチ体操、
チューブ体操・筋力トレーニング、エアロビクス等 )、
あなたに合った運動処方・栄養処方、講義など
対 象 者
昨年度の特定健診・国保人間ドック結果が、脂質異
常症・高血圧・高血糖・肥満の要指導だった、40歳
～ 64歳の方
募集人員　50人
申込方法　21日（火）までに、健康対策課に電話で
お申し込みください。
※応募多数の場合ははじめての方を優先し、抽選と
させていただきます。

男性元気アップ教室
男性も積極的に台所に立ち、自分の健康管理をしま
しょう。調理実習を中心として、生活習慣病などに
ついての知識も深める教室です。
仲間づくりもできますよ！
と き　５月19日㈫、６月10日㈬、７月８日㈬、
　　　　　８月18日㈫、９月９日㈬、10月14日㈬、
　　　　　11月11日㈬、12月９日㈬　　（全８回） 
※いずれも、午前10時～午後１時30分
と こ ろ　「ふれあいの里」３階　栄養指導室
対 象 者　市内にお住いの男性
募集人数　33人
持 ち 物　エプロン、筆記用具、その他必要なもの
費 用　材料費実費（400円程度）
申込方法　20日（月）までに、健康対策課に電話で
お申し込みください。
※応募多数の場合ははじめての方を優先し、抽選と
させていただきます。

休日や夜間に急病、けがをしたら･･･
まずはかかりつけ医にご相談してください。かかりつけの先生がご不在
の場合は、米子市急患診療所で内科・小児科の診療を行なっていますの
で、ご利用ください。また、他の診療科は救急輪番病院があります。当
番病院は新聞でお知らせしています。
救急医療体制は、傷病の程度により一次救急、二次救急、三次救急に分
かれ、それぞれ担当する医療機関が異なります。

かかりつけ医に相談

米子市急患診療所 一次救急…入院を必要としない医療

救急輪番病院 二次救急…入院、手術を必要とする医療

救命救急センター
（鳥大医学部附属病院内）

三次救急…重篤な疾患や高度な処置を必要とする医療

重篤な患者を受け入れる救命救急センターの救急外来の受診患者は年ご
とに増加しています。平成19年度は、治療を受けた12,965名の方のうち、
86.7％は入院の必要のない軽症者で占められており、緊急を要する重篤
な患者の受入に支障をきたす状態となっています。軽症で、急を要さな
い場合は、米子市急患診療所、救急輪番病院をご利用ください。

◆米子市急患診療所（内科・小児科）　☎３４－６２５３
（久米町 136番地　鳥取県西部医師会館内）
診 療 日 毎日

診療時間
午後７時〜午後10時
※日曜、祝日、12月31日～１月３日は午前９時～午後10時

～休日の歯科診療～
◆鳥取県西部歯科保健センター　☎３３－３８６４

（両三柳 104番地１　鳥取県西部歯科医師会館内）
診 療 日 日曜、祝日、12月30日～１月３日、８月13日～８月15日
診療時間 午前９時～午後３時
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は
な
し
会
（
協
力
・

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
だ
く
ち
る
）

25
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
お

は
な
し
、
絵
本
、
手
あ
そ
び
な
ど
、

対
象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
天
体
観
測
会
「
こ
と
座
流
星
群
を

み
よ
う
」（
協
力
・
米
子
星
の
会
）

22
日
㈬
午
後
９
時
～
10
時
、
対
象
・

幼
児
～
大
人
、
20
組
、
８
日
㈬
か
ら

電
話
受
付
開
始
。

◆
春
の
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
ま
つ
り

５
月
３
日
㈰
～
６
日
㈬

み
ん
な
来
て
ね
！
く
わ
し
く
は
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク（
協

力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
。
屋
外
に
冒
険
遊
び
場
を
開

い
て
い
ま
す
。
自
分
で
遊
び
を
見
つ

け
て
、い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

屋
根
の
ぼ
り
・
泥
遊
び
・
自
由
工
作
・

べ
っ
こ
う
ア
メ
作
り
（
砂
糖
持
参
）

な
ど
。
対
象
・
幼
児
～
大
人
、
団
体

可
（
要
事
前
申
込
）。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業　

（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
ぶ
工
作
、
将
棋
、
こ
ま
、

ベ
ー
ゴ
マ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

を
『
お
お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て
ご

希
望
の
場
所
に
出
掛
け
る
「
お
お
ぞ

ら
コ
ー
ス
」、
天
体
望
遠
鏡
で
星
を

見
る
「
天
体
観
測
コ
ー
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
、
30
日
㈭

●
開
館
日
は
、
申
請
す
れ
ば
有
料
で

午
後
10
時
ま
で
利
用
可
。

●
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
は
駐
車
禁
止

で
す
。
路
上
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◆
Ｇ
Ｗ
記
念
企
画
「
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

の
缶
バ
ッ
チ
を
作
ろ
う
！
」

29
日
㈬
～
５
月
６
日
㈬
開
館
時
間
中

い
つ
で
も
、
材
料
費
１
個
に
つ
き
100

円
。
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

◆
Ｇ
Ｗ
特
別
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

▼
４
月
29
日
㈬
「
水
鳥
公
園
一
周
」

▼
５
月
２
日
㈯
「
シ
ギ
の
観
察
」

▼
５
月
３
日
㈰
「
貝
殻
掘
り
」

▼
５
月
４
日
㈪
「
春
の
草
花
観
察
」

▼
５
月
６
日
㈬「
中
海
の
ゴ
ミ
調
べ
」

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、
申
込

不
要
。
元
気
に
歩
け
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
集
合
：
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル
ク
ラ
ブ
2009

　

会
員
募
集
中
！

毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前
中
に
水
鳥

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告

公
園
に
集
ま
っ
て
、
四
季
の
自
然
に

触
れ
る
お
す
す
め
企
画
で
す
。

初
回
：
12
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、

小
学
生
対
象
先
着
20
人
（
１
年
間
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
ま
す
）、
２

週
間
前
ま
で
に
要
予
約
・
会
場
：
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
み
、
水
辺
の
野
鳥
図
鑑
代

と
バ
ッ
チ
代
・
計
970
円
が
必
要
で
す
。

◆
こ
ど
も
の
日
記
念
企
画

　
「
鳥
の
パ
ズ
ル
を
作
ろ
う
！
」

５
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午
、
小

学
生
以
上
対
象
先
着
20
人
、要
予
約
、

材
料
費
500
円
。
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
愛
鳥
週
間
記
念
企
画
「
カ
イ
ツ
ブ

リ
の
浮
き
巣
台
を
作
ろ
う
！
」

５
月
９
日
㈯
午

前
９
時
～
正

午
、
小
学
生
以

上
対
象
先
着
10

人
、
要
予
約
、

材
料
費
100
円
。

会
場
：
水
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

●
水
鳥
公
園
が
会
場
の
企
画
に
は
、

高
校
生
～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料

300
円
が
必
要
で
す
。

開
館
時
間　

平
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日

…
午
前
７
時
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
４
月
30
日
㈭
は
、
祝

日
の
翌
日
で
す
が
開
館
し
ま
す
。



◆
米
子
市
美
術
館
モ
ニ
タ
ー
＆
サ

ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
美
術
館
に
対
す

る
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、
よ
り
よ
い

運
営
を
行
な
う
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
美
術
館

の
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け

る
方
々
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
任
期

は
、
い
ず
れ
も
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

４
月
20
日
㈪
ま
で
に
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
米
子
市
美

術
館
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
文
化
課
（
第
２
庁
舎

３
階
）、
米
子
市
美
術
館
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

な
ど
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
美
術
館
ま
で
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

※
１
日
～
９
日
、
21
日
～
24
日
は
展

示
替
え
作
業
の
た
め
閉
館

◆
第
９
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
会
で
す
。

24
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、

参
加
費
500
円
（
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子

つ
き
）、
定
員
65
人
。
前
売
券
が
必

要
で
す
。
当
日
券
な
し
。
前
売
券
は

山
陰
歴
史
館
で
販
売
中
。

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
考
古
学
講
座

　
「
考
古
学
か
ら
見
た
月
山
富
田
城
」

戦
国
大
名
尼
子
氏
の
拠
城
、
月
山
富

田
城
に
つ
い
て
、考
古
学
か
ら
解
説
。

29
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
会

場
：
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
中
会
議
室

１
・
２
（
４
階
）、
講
師
：
安
来
市
教

育
委
員
会　

舟ふ
な
き木　

聡さ
と
し

さ
ん
、
資
料

代
100
円
、
定
員
100
人
、
申
込
不
要
。

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
第
１
回　

淀
江
ウ
ォ
ー
ク

　
「
淀
江
の
魅
力
再
発
見
」

史
跡
と
ロ
マ
ン
の
地
・
淀
江
町
内
の

約
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
確
か
め

学
び
ま
す
。

12
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、
集
合
・

解
散
場
所
：
淀
江
歴
史
民
俗
資
料

館
、、
参
加
費
500
円
（
資
料
代
、
保

険
代
）、定
員
20
人
、要
申
込
（
申
込
・

問
い
合
わ
せ
：
山
陰
歴
史
館
☎
22
―

７
１
６
１
）

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

４
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

塩し
お
の
な
な
み

野
七
生
著
（
新
潮
社
）「
ロ
ー
マ

亡
き
後
の
地
中
海
世
界　
上
（
後
半
）

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

中
国
の
古
典
を
読
ん
で
、
み
ん
な
で

歓
談
し
な
が
ら
、
気
軽
に
感
想
を
述

べ
合
い
、古
典
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
者
募
集
中
で
す
。

５
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、
テ
キ
ス
ト
：
『
論
語
新
釈
』　

宇う

の野
哲て

つ
と人　

著
（
講
談
社
学
術
文
庫
）

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
20
日
㈪
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

有

料

広

告

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

25
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、
大
会
議

室
、「
家
老
日
記
か
ら
農
村
支
配
の

し
く
み
を
読
む
」（
第
５
回
）、
講
師

…
中な

か　

宏こ
う

さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
情
報
相
談
会
」

28
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

く
わ
し
く
は
、
㈳
発
明
協
会
鳥
取

県
支
部
（
☎
０
８
５
７
―
52
―

６
７
２
８
）
ま
で
。

◆
図
書
館
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
連

携
事
業
「
講
演
会
・
絵
本
を
作
ろ
う
」

26
日
㈰
、
大
会
議
室
、
講
師
…
絵
本

作
家　

野の
さ
か坂

勇ゆ
う
さ
く作 

さ
ん

▼
午
前
…『
野
坂
勇
作
さ
ん
講
演
会
』

▼
午
後
…
『
野
坂
勇
作
さ
ん
と
絵
本

を
作
ろ
う
！
』

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
30

日
（
月
末
資
料
整
理
）

ピアノの練習希望者を対象に、
低料金で大ホールのステージ
を開放し、ピアノの名器をご
使用いただきます。
■スタインウェイ・ピアノ
　米子市公会堂
　（☎２２－３２３６）
　５月13日㈬・14日㈭
■ベーゼンドルファー・ピアノ
　米子市淀江文化センター
　（☎３９－４０５０）
　５月５日㈫・６日㈬・17日㈰

▼いずれも午前10時～午後９
時、定員１日 11人、料金１時
間 1,260円（お１人１時間まで）

▼ 13日㈪午前９時から受付開
始。ご希望の各施設へお申し
込みください。申込先着順。



新米子の文化財
上
か み

淀
よ ど

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

　　国指定史跡
「法隆寺と並ぶ最古級仏教壁画が出土！！」
　平成３年５月15日夕方、全国のトップニュースで、淀江町に所在する古
代寺院・上淀廃寺跡の調査成果が報道されました。７世紀終り頃、都であっ
た飛鳥周辺の限られた寺院にしかないと考えられていた壁画が、山陰の地
方寺院に存在したことは、考古学のみならず古代史や美術史上の大発見で
した。
　その後の発掘調査で、翌年には金

こんどう

堂の東に３基の塔を南北に配置する（基
壇確認はうち２基）という東アジアで他に例を見ない建物配置が確認され、

再び注目されました。平成15年までに、境内の広さが東西２町（212メートル）、南北１町（106メートル）で、地
方の寺院でも最大級であることがわかりました。境内の中には倉庫や僧侶の食堂
または寺務所、経典や鐘を納める蔵とみられる建物跡も確認されています。
　平成16年から史跡公園として整備を進めており、壁画の発見から18年となるこ
の春までに中心部の整備がほぼ終了しました。当時の地形や、塔跡は型取りなど
により出土状況を忠実に再現しています。また金堂や中門、回廊基壇も復元整備
しています。ぜひ上淀廃寺跡にお越しいただき、古代を肌で感じてください。
●所在地…米子市循環バス（どんぐりコロコロバス）「民俗資料館前」下車徒歩５分

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）
おわび
広報よなご 3月号『新米子の文化財』「髙田家住宅附家相図」に場所等の記述をしていませんでした。髙田家住宅は福万に所在します。
日交バス「福万」下車徒歩 3分ですが、内部は公開されていません。

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　今年の早春に、私は米子水鳥公園で一番初めに花を咲かせる草を探してみました。
すると、まだ２月の初旬というのに、かわいい青い花を見つけました。私が最初に
見つけた花は、オオイヌノフグリでした。
　オオイヌノフグリは、秋に芽吹いて他の植物が休んでいる間に葉を広げ、早春に
花を咲かせます。一つの茎のてっぺんに、いつも一輪だけ花を咲かせています。一
つの花が落ちると、後から次の新しい花が延びてきて咲きます。意外と花期が長い
草で、５月まで花が咲いているのを見かけます。
　しかし、４月中旬にもなると、オオイヌノフグリは他の背の高い植物に覆い隠されてしまい、元気がありません。背が
低いオオイヌノフグリにとって、他の植物が生長する前の時期が最も大切なのです。
　４月になり、やや元気がなくなったオオイヌノフグリを引き上げると、面白いことに気づきました。10センチ程度に伸

びた茎に、ずらりと種子の入った袋が並んでいるのです。根元に近いところは、２月ご
ろに咲いた花の跡でもう種子が熟しています。一方、一番先端に近いところは、昨日咲
いた花の跡で、まだ種子の入った袋は膨らんでいません。ひとつの花をつけるごとに伸
びてきたオオイヌノフグリの履歴が一目で分かりました。冬に人間が閉じこもっていた
数か月の間、オオイヌノフグリは、健気に花を咲かせ続けていたのです。
　勢いよく伸びていく春の草たちの陰で、すでに元気がなくなったオオイヌノフグリを
見ながら、過ぎた冬の季節を思いました。

水鳥公園指導員　神
か み や

谷　要
かなめ

米子市の人口と世帯数　平成21年３月1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,594人（0人)　男性 71,487人 ( ＋１人)　女性 79,107人 ( －１人)　世帯数 62,177世帯 ( ＋12世帯)

水鳥公園からのたより

オオイヌノフグリ
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